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№ 4�

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　�2：28　１．チャイム

　�2：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　�2：45　７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．幹事報告

	 ９．出席報告

	 �0．委員会報告

	 ��．ニコニコボックス報告

	 12．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（６／20）……クラブ協議会

	 　　現理事挨拶

	 　（６／27）……夕食例会（親睦活動委員会）

	 　　17：30 ～刈谷商工会議所２階ホール

２．クラブ協議会……〈司会：次年度幹事〉

　�3：00	 １．次年度方針の発表……次年度会長

	 ２．次年度委員会別事業計画の検討

	 �3．点　鐘……〈会　長〉

	 �4．閉会宣言

　�3：30	 �5．散　会

ビ ジ タ ー

知立ロータリークラブ　　近藤　一幸 様

〃 　　杉浦　知博 様

〃 　　神谷　博昭 様

出 席

会員総数　92名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　85名

欠席　７名　　出席率　9�.76％

前々回（５／30）の修正出席率 �00％

会 長 報 告

１）６月��日地区役員及び会長幹事懇親会に杉浦幹事

と参加して参りました。当日刈谷RCはガバナー賞

を受賞しました「東日本大震災支援救援物資集め及

び2520地区2530地区配送」です。

２）６月�2日刈谷音楽協会主催の音楽祭に出席して参

りました。

３）知立RCの20周年記念で早川会長作品の喜亀をい

ただきました。

幹 事 報 告

１）本日例会終了後、今年度次年度理事会がございま

す。よろしくお願いします。

２）６月�5日防災講演会のご案内を本日メールボック

スに入れさせていただきました。参加よろしくお願

いします。

会 長 あ い さ つ

１年を振り返って―１
太田宗一郎

　本日の例会は次年度の委員会別事

業計画検討であります。

　早いもので本年度の例会は本日を

入れて３回となりました。１年前を

振り返ってみますと、この１年をど

の様に進めるか、また各委員会には

どの様なことをお願いしていくのか、

などを考えて委員長の皆様にお願いをしてまいりました。

　本年度は60周年に向かっての勉強期間であり、充電期
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次年度方針の発表

所信と運営方針
会長　杉浦世志朗

　�954年、全国で��8番目に誕生し

た刈谷ロータリークラブ（現在国内

2300余のロータリークラブが活動）

の58代会長を務めさせていただくに

あたり、私自身入会した当時を思い

浮かべています。お誘いを受けた40

才前の若造としては、地域を代表す

る方々の集まりであり近づきがたいイメージを抱いてい

ました。と同時に憧れも感じていたのも事実でした。と

りわけ職業を代表する方々と接することで自分自身も幅

広く見識が高められ人間的にも成長できると思い入会を

させていただきました。何も分からない新入会員の頃、

指導していただく先輩の優しさがとても嬉しかったのを

今でも忘れません。

　以来ロータリーの理念・精神を実践できているか反省

すべき点もありますが、会長を務めるにあたり諸先輩が

築き上げた歴史と伝統、そして品格ある刈谷RCを更に

発展させていく１年でなければならないと思っています。

　何をテーマにと思いを巡らしている中、リーマン

ショックの余波から回復基調にあった経済が、思いもよ

らぬ東日本大震災で被災地だけでなく、日本中が大打撃

を受けました。多くの方々が犠牲になられ、言葉では言

い表せない悲しみの中、先行き復興・経済の回復は不透

明であります。被災された方々同志助け合い、全国の子

供からお年寄りまでの善意・支援の輪が瞬く間に広がる

のを見るにつけ、今こそ愛情と云う人と人とのつながり、

思いやり、地域への愛情が一層強く結ばれることが必要

だと感じさせられました。

　世の中には広いものがあるそれは海だ、いやもっと広

いものがあるそれは空だ、でももっと広いものがある、

それは人の心だ。とても好きな言葉です。

　創立58年を迎えた今年度は、“拡げよう　ロータリー

愛・人間愛・地域愛”をテーマにロータリアンとして

博愛を実践していきたいと思います。クラブ協議会・

IDM等で、もう少し具体的に述べさせていただきます

が、各委員会もこのテーマに沿って活動していただけれ

ば幸いです。

　力不足の私ですが、市川裕大幹事に支えていただき、

理事・役員・委員長の皆様にご指導、ご支援をいただき

有意義なクラブ運営に努めてまいります。会員の皆様に

はご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

　　私の好きな言葉

　　　“人間は強くなければ生きていけない

しかし優しくなければ生きていく資格がない”

　　モットー

　　　“我以外　皆我師也”

間と捉えて、１年間を進めてまいりました。本来の刈谷

ロータリークラブの事業を通じて「ロータリーを知ろう、

そしてロータリーを楽しもう」とし、ロータリーを勉強

し、楽しんでいただきたいと考えました。

　その１つめは、地区委員の出向であります。地区の各

委員会に出向していただき、地区の委員会がどの様な事

を考えているのか、また委員会のメンバーがどの様な考

えを持っているのか、等を勉強していただきました。各

クラブの悩みや問題点を話し合い、助言を求めお互いの

親交を深めていただいております。来年度も引き続き多

くの方々が地区に出向していただけることになっており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

　２つめは、刈谷ロータリークラブの例会においてはす

ばらしい講師に恵まれました。プログラム委員会のご努

力により、たのしく、ためになるお話が聞けました。講

師の方々にお礼を申し上げるとともに、講師をお呼びく

ださいました方々に感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。また、会場委員会の皆様の努力によりスムー

ズに例会が進行出来た事に感謝申し上げます。

　３つめは、ワインを楽しむ会、クリスマス家族会、観

劇例会のルナ・レガーロや花見家族例会等には多くの皆

様やご家族の皆様のご参加をいただき、楽しく、盛大に

開催することが出来ましたことに感謝申し上げます。

　また、ゴルフ同好会の月例会も多くの方々のご参加を

いただいており盛大に開催されてまいりました。親睦活

動委員会の皆様が幹事として努力されておられます。親

睦活動委員会の皆様の大変なご苦労と努力によって親睦

に関する行事が滞りなく開催されましたことに改めて感

謝し、お礼申し上げます。

　４つめは、懸案でありました当クラブ会員の二世の方

の入会でありまして、３名の方に入会していただきまし

た。しかしまだまだ二世の方で入会していただきたい方

が沢山お見えになりますので、会員増強委員会のほうか

らお願い致しました親御様には是非入会をお子様にお勧

めいただくようお願い致します。まだまだ入っていただ

きたい二世の方々が沢山おみえになりますのでよろしく

お願い致します。

　５つ目は国際奉仕委員会が行いましたWCSのタイ・

チェンライ県の植林であります。５年間にわたっての「刈

谷の森」への植林であります。本年度は１年目であり

今後５年間にわたって植林をしてまいります。今後この

森がどの様に育つのかが楽しみであります。この事業は

ロータリーの友のアットワークに大きく写真入で掲載さ

れました。又この事業を西三河分区のインターシティー

ミーティングにおいて国際奉仕委員長がプレゼンを致し

ました。この事業も国際奉仕委員会の皆様の努力により

第１歩を踏み出すことが出来ました。来年度は是非多く

の会員の皆様の参加をお願い致します。

　このように多くの事業が無事終えられますのも会員の

皆様のご協力の賜物と感謝致しております。来年度も引

き続き行われる事業もありますので、次年度も今年度以

上にご協力をお願い致しまして本日の会長挨拶と致しま

す。
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重点実施事項

・魅力ある例会の企画・設営

・ふさわしい会員の増強

・会員世代間のコミュニケーションを図る

・会員、家族の楽しく参加できる親睦事業の実施

・次世代を担う青少年の育成

・ロータリー財団、米山奨学会への寄与

・地域社会への貢献

・WCS（タイ、チェンライ）支援事業

・創立60周年事業の検討

要請事項

・IDMの実施

・会員の積極的参加

　例会出席で種をまき、親睦は花をつけ、奉仕の実を結ぶ。

　理事・役員・委員長皆様のご協力を心よりお願い申し

上げます。

カルヤン・バネルジーRI 会長テーマ

　「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」

　　強調事項　家族・継続・変化

松前　憲典ガバナー方針

　「会員増強とクラブの活性化」

・社会貢献をする

・ゆったりとおおらかに生きる

当年度及次年度合同理事・役員・委員長会議次第

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　次年度会長挨拶	 〈次年度会長〉

Ⅲ　当年度議題

１．出席規定適用免除の申請について	 〈幹　事〉

２．年次報告書について	 〈幹　事〉

３．その他

Ⅳ　次年度議題

１．７月のプログラム（案）について

	 〈次年度プログラム委員長〉

２．ひかりの家バザーに対する後援について

	 〈次年度社会奉仕委員長〉

３．わんさか祭り協賛について

	 〈次年度社会奉仕委員長〉

４．報道関係者との懇談会について

	 〈次年度広報委員長〉

５．その他

Ⅴ　当年度事業報告及び次年度引継ぎ


